
回答数：１０２件

Ｑ1.　人事業務のDX推進に取り組んでいるか？

積極的に取り組んでいる 11

それなりに取り組んでいる 42

取り組みたいが、着手できていない 46

当面、取り組むつもりはない 1

わからない 2

Q2.　人事部門がDXに取り組む（取り組みたい）目的は何か？（複数選択）

業務効率化や自動化 92

業務の属人化排除 71

コストの削減 33

人事部門での適所適材配置 20

人事部門組織の再設計 19

その他 7

当面、取り組むつもりはない 1

わからない 3

Q３.　今後、DXを推進したい人事業務はどれか？（複数選択）

人事異動・配置 54

給与計算 51

勤怠管理 48

教育研修・人材育成 47

入退社手続 46

評価 46

労務 39

採用 38

人事戦略立案・人事制度設計 25

福利厚生 10

その他 4

わからない 5

特になし 2
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その他：

・グローバルデータベース構築によりグループ全体の適材適所を目指す。

・正確な業務遂行、業務における成果の分析

・人事データの現場提供や有効活用

・業務の高度化

・新しい付加価値創造と市場競争力の強化

・DXとは社内文化を変えることであり単純な業務効率化ではない。

企業成長の一助

・時代のトレンド

・社内的に全部門DXありきという風潮が一時的に盛り上がっている。

積極的に取り組んでいる

11%

それなりに取り組んでいる

41%

取り組みたいが、着手できていない

45%

当面、取り組むつもりはない

1%

わからない

2%

54

51

48

47

46

46

39

38

25

10

4

5

2

0 10 20 30 40 50 60

人事異動・配置

給与計算

勤怠管理

教育研修・人材育成

入退社手続

評価

労務

採用

人事戦略立案・人事制度設計

福利厚生

その他

わからない

特になし

（件）

その他：

・雇用契約書の締結、更新業務

・人材の配置・評価・育成の連動、

タレントパイプラインの構築、サクセッションプランのシステム化

・各種人事情報、研修受講履歴、検定試験、 資格等のデータベース化

・働き方
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Q４.　人事のバックオフィス業務に関して、どんな課題を感じているか？（複数選択）

データが一元管理できていない 76

業務が可視化されていない 73

紙の業務が多い、まだまだ残っている 61
管理職層や現場社員への業務負荷が大き

い
49

法令改定や市況動向に迅速対応できない 24

人件費が高い 12

その他 3

わからない 1

特になし 3

Q５.　バックオフィス業務の課題解決に向けて、今後どのような取り組みを行っていきたいか？（複数選択）

人事データの整理やデジタル化 74
業務の棚卸（再整理）や、標準化・マ

ニュアル化
64

ペーパーレス化の推進 60

RPAを活用した自動化 52

コア業務・戦略的業務への集中 49
シェアード・サービス化(グループ内での

業務集約～別会社化)
26

外部化（BPOの推進） 24

人件費の削減 12

その他 1

わからない 2

特になし 1

Q６.　今後、導入を検討している人事関連のシステムはどれか？（複数選択）

（クラウドを活用した）人事業務全般の

統合型システム
29

（クラウドを活用した）勤怠管理システ

ム
21

（クラウドを活用した）人事労務システ

ム
20

（クラウドを活用した）給与システム 14
統合型のオンプレミス（自社内運用シス

テム）
9

個別業務ごとのオンプレミス（自社内運

用システム）
7

その他 9

わからない 18

特になし 24
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その他：

・シェアードサービスがうまく機能していない。

・データ活用が不十分。

・ 事業戦略の基礎となる各種データの把握・分析が充分にできていない 。
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その他：

・システム化の推進により、集中管理よりも

分散管理の方がよいと思い始めている。
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その他：

・給与・社保業務のアウトソース

・BPO,アウトソース化

・チャットボット

・クラウド型LMS、ATS、タレントマネジメントシステム

・ワークフローと人事システムの連動

・人事データの分析を容易とするようなツールの導入（EXCELレベルを超えるもの）

・当面はグローバル共通の人事データベースの構築⇒将来的には統合システムも検討

・現時点では未定です。数ある選択肢を消去せずに、検討をしていく予定

・既に上記記載の各システムは導入済み
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